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2027 年３月期 第１四半期決算 

投資家向け説明会質疑応答録 

 

日時：2026 年８月６日（木） 

登壇者： 取締役 専務執行役員、CFO 兼 CISO、財務統括 兼 管理統括 後藤 芳光 

常務執行役員、CAO 兼 CSusO、経理統括 君和田 和子 

IR 部長 大濵 順 

SB Investment Advisers & SB Global Advisers, Executive Managing 

Partner, Mark Agne 

Arm Holdings plc, Executive Vice President and Chief Financial Officer, 

Jason Child 

 

質疑応答 

 

質問者１  

Q1：  

有価証券報告書に記載されていた新会社 Roze AI LLC について、事業内容等、ご説明いただけるこ

とがあれば教えてください。 

 

A１： 

（君和田） 現時点では、コメントを差し控えさせていただきます。 

 

Q2：  

今四半期の財務費用は、前年同期比で約 1,600 億円増加しています。金利上昇や資金調達の増加が

背景にあると考えていますが、今後を見通すうえで、第１四半期の約 3,300 億円が新たな水準になると

考えるべきでしょうか。また、一過性の要因が含まれているのでしょうか。 

 

A2： 

（後藤） 金利上昇局面では、借り換えを行うタイミングで適用金利が上昇する可能性が高いため、支払利

息も増加する可能性があります。また、今後の投資拡大に伴って有利子負債が増加する可能性もあり、こ

れも支払利息の増加要因になると考えています。 

一方、当社は投資会社であり、金利負担は調達コスト、すなわち投資コストの一部として十分に吸収で

きるものと考えています。当社が想定する投資利益率は非常に高い水準にあるためです。金利コストを十

分に吸収できる範囲であれば、従来どおり前向きに資金調達を行うだけの財務体力があると考えていま

す。 
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質問者２  

Q1： 

フランス向けデータセンターについて、４５0 億ユーロの投資を開示されています。「AI インフラ」と表

現されていますが、電力設備や土地など、米国オハイオ州の計画と同様の投資なのでしょうか。IT 機器は

含まれていないようにも見えますが、どのような投資領域を想定しているのか教えてください。 

 

A1： 

（後藤） 現時点では、詳細についてコメントできる状況にありません。投資内容の内訳を公表できる段階

になりましたら、改めてお知らせしますので、今後の進捗をお待ちください。 

 

Q2： 

OpenAIのCodexのユーザー数が１,０００万人に達したとのことですが、これはいつ時点の数字でし

ょうか。また、ユーザー数が急速に増加した背景と、今後の目標について教えてください。 

 

A２： 

(Agne) ご質問ありがとうございます。ご質問とは逆の順序でお答えします。まず、目標があるのかとい

うご質問ですが、われわれが目標を設定しているわけではなく、これは OpenAI 側が設定している目標

です。われわれとしては、この急速な成長を大変嬉しく思っています。次に、この数字がいつ時点のもの

かというご質問についてですが、７月時点で１,０００万ユーザーに達しています。OpenAI から聞いてい

るところでは、この急成長の背景には、特に Codex のプロダクトとしての進化があり、利用者層がコー

ディングを専門とするユーザーからナレッジワーカーへと広がり、より幅広い場面で活用されるようにな

ったことが成長につながっているとのことです。実際に、現在１００万人を超える人々が、ソフトウエア開

発以外の業務でも Codex を利用しています。 

 

Q３： 

6 月時点のデータはありますか。 

 

A３: 

(Agne) 確認しておりますが、今手元に数字がありません。４月21日時点では400万ユーザーでした。 

 

Q4： 

Moonshot AI の Kimi K3 をはじめ、Zhipu AI や DeepSeek などのオープンソースモデルが注

目を集めています。こうしたオープンソースの台頭が、Vision Fund や Arm を含むソフトバンクグルー

プ全体の事業戦略に与える影響をどのように見ていますか。 
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A4： 

（Agne） 市場機会は非常に大きいと考えており、オープンソースにも競合他社にも、それぞれ十分な成

長余地があると見ています。そのため、オープンソースの進展によって当社に悪影響があるとは考えてい

ません。それぞれの領域が進歩を遂げることは、業界全体の発展につながり、市場機会そのものを拡大さ

せると考えています。 

 

（後藤） 私はエンジニアではないので、それほど専門的なコメントはできませんが、今、マークさんもおっ

しゃったとおり、さまざまなオープンソースのサービスが出てくることは、この事業領域そのものの活性

化や、マーケット規模の拡大につながると思います。その面では、ポジティブに捉えてよいのではないか

と思います。一方で、自らの体力によって、サービスの技術やシステムの水準をどこまで高められるかと

いう点については、それぞれの企業に相応の体力が必要になるでしょう。また、そのコストは、結果的にサ

ービスの対価に転嫁されていくものだと思います。オープンソース型の企業であっても、企業収益を上げ

ようとすれば、最終的には同じ課題に直面するのではないかと思います。 

 

質問者 3 

Q1： 

OpenAI への出資持分を裏付け資産とする 100 億米ドルの融資枠について、保有する OpenAI 株式

のうち、どの程度を担保として提供しているのでしょうか。また、Arm の株価上昇により担保価値も高ま

っていると考えられますが、Arm 株式を活用したマージンローンのさらなる増額を検討していますか。 

 

A1： 

（後藤） 今回のファイナンスにおいて、OpenAI 株式を担保として提供しているわけではありません。た

だし、OpenAI 株式の評価額を参照したファイナンスとして、さまざまな条件を設定しています。Arm を

含むその他のマージンローンについては、それぞれの借入余力を確認しながら、増額などの取り組みを積

極的に検討していきます。 

 

質問者 4 

Q1： 

AI コンピューティング事業のセグメント利益(税引前利益)が約 2,000 億円の赤字となっています。

Arm が開示する単体では黒字ですが、この赤字の背景を教えてください。また、セグメント情報の 「その

他」が約 7,650 億円の赤字となっています。デリバティブ関連損失以外の主な要因についても教えてく

ださい。 

 

A1： 

（君和田） AI コンピューティング事業には、Arm だけでなく、Ampere および Graphcore も含まれて



4 

 

おり、これらの会社で発生する費用も計上されています。また、Arm 買収時に認識した無形資産の償却

費は、Arm 単体では計上されませんが、SBG の連結決算では計上されます。こうした要因により、AI コ

ンピューティング事業の税引前利益は、Arm 単体の利益を大きく下回っています。セグメント情報の 「そ

の他」については、Energy Global 関連の株式報酬費用約 1,840 億円と、ワラントに関するデリバティ

ブ関連損失約 4,500 億円が主な要因です。 

 

Q2： 

Arm の AGI CPU の売上高について、202８年度には約 20 億米ドル、203０年度には 15０億米ド

ルに達するとの見通しが示されています。202８年度から 203０年度にかけて、どのようなペースで売

上高が増加すると想定していますか。 

 

A2： 

（Child） ３月の Analyst Day でお示ししましたが、売上高は今年度第４四半期に約１億米ドル、その後、

FYE28（注：FYE2８は SBG の 2027 年度に該当。Child の発言におけるその他の年度表記について

も同様）には 10 億米ドル弱、FYE2９には約 20 億米ドル、FYE3０には 50 億米ドル弱、そして FYE31

には 150 億米ドルに拡大する見込みです。 

このように成長ペースが段階的に加速していく理由は、まず FYE28、さらには FYE2９にかけて、サ

プライチェーンに大きな制約があるためです。その後は、ファブおよびウェハーの生産能力に加え、メモリ

ー、基板、テスト装置の供給能力も大幅に拡大していくと見込んでいます。現在、需要のパイプラインはす

でに公表している 20 億米ドルを大幅に上回っています。さらに、次世代製品ではコア数が大幅に増加し、

それに伴って ASP（平均販売単価）も大きく上昇する見込みです。例えば、FYE2７および FYE2８に販

売する「Arm AGI CPU」の第１世代の平均 ASP は、約 1,500 米ドルです。FYE2９および FYE3０に

は第２世代の投入を予定しており、ASP は約 3,000 米ドルと、第１世代のおよそ２倍になると見込んで

います。そして FYE3０後半あるいは FYE3１には、コア数がさらに倍増し、ASP は 5,000 米ドルに近

づくと予想しています。こうした ASP の上昇と供給能力の拡大が、成長ペースの加速につながっていま

す。 

 

Q3： 

Armは、３月に示した203０年度の売上高 150億米ドルという見通しについて、現在の市場環境を踏

まえると保守的だった可能性があると説明しています。今後、売上高の成長が従来想定よりも早い段階

で加速する可能性はありますか。 

 

A3： 

（Child） その可能性はあると思います。現時点で最大の課題はサプライチェーンです。例えば、業界の試

算によれば、ウェハーの生産能力は今後２年間で約７0％増加し、さらにその後の２年間でも、70％近く
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増加すると見込まれています。これは間違いなく大きな成長ドライバーの一つです。 

Arm が FYE3１に売上高１5０億米ドルという見通しをお示しした際には、CPU の TAM（獲得可能な

最大市場規模）を約１,00０億米ドルと想定していました。その後、NVIDIA や、私の理解では AMD も、

TAM の見通しをそれぞれ約２,00０億米ドル、約２,20０億米ドルまで引き上げています。仮にこれらの

市場予測が正しく、当社がそのうちの約１5％のシェアを維持できれば、上振れ余地があるということに

なります。当社は見通しを変更しておらず、おそらく次回の Analyst Day までは TAM の想定について

も変更する予定はありません。ただ、TAM が従来の想定以上に拡大する可能性については、確信が明ら

かに高まっているように見え、それによって Arm の売上高にもさらなる上振れの可能性があると考えて

います。 

 

質問者 5 

Q1： 

AMD は、来年の CPU 売上高が約３0％成長するとの見通しを示しているようですが、これは TSMC

から一定の生産枠を確保していることを示唆していると思います。Arm は、TSMC からどの程度の生産

枠を確保しているのでしょうか。AMD などと生産能力を取り合う状況にあり、来年の供給能力には上限

があるということでしょうか。それとも、こうした生産枠は時間が経つにつれて機動的に変更される可能

性もあるのでしょうか。 

 

A1: 

(Child) 簡潔にお答えすると、当社はすでに TSMC から必要な生産枠を確保しています。これは直近

の四半期中に割り当てられたものです。ただし、当社は実質的にゼロからのスタートであるという点を念

頭に置いていただきたいと思います。今回、当社が手掛ける初めての製品であり、TSMC による生産能

力の割り当ては、通常、前年からどれだけ生産量を増やすかをベースに決まります。AMD は長年この事

業を手掛けていますので、同社の生産能力の増加は、もともと大きな生産規模をベースとしたものだと

考えています。一方、当社は非常に小さなベースから生産能力を拡大していくことになります。そのため、

今年と来年はより強い供給制約が続くと予想しています。一方、3年目や4年目には、当社の生産実績が

蓄積されることに加え、ウェハーおよびファブの生産能力が大幅に拡大することで、こうした制約は徐々

に緩和すると見込んでいます。 

 

Q2: 

ソフトバンク株式会社のネオクラウドサービスはいつ頃開始を予定していますか。また、この取り組みの

一環として、メモリーメーカーと長期契約を締結したり、CPUまたはGPUの供給確保に向けた取り組み

を進めているのでしょうか。 
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A2： 

（大濵） ソフトバンク株式会社のネオクラウドサービスについては、まだ非常に初期の段階です。発表した

ばかりであり、詳細についてはまだ決まっていません。そのため、申し訳ありませんが、現時点では具体的

な内容に関するご質問にはお答えできません。 
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免責事項 

本資料は、ソフトバンクグループ株式会社（以下「SBG」）及びその子会社（以下 SBG と併せて「当社」）並びに関連会社（以下当社と併せて「当社グループ」）に関する

関連情報を提供するものであり、すべての法域において、いかなる証券の購入又は応募の申込みを含む、いかなる投資勧誘を構成又は形成するものではありません。

証券の募集、購入の申し出の勧誘、又は証券の売出しは、1933 年証券法（その改正を含む。以下、「証券法」という。）の登録要件に従って行われます。本資料に含ま

れる情報は、証券法ルール 135 に従って記載されるものです。  

  

本資料には、当社グループの推定、予測、目標及び計画を含む当社グループの将来の事業、将来のポジション及び業績に関する記述など当社グループの将来の見通

しに関する記述、見解又は意見が含まれています。将来の見通しに関する記述には、特段の限定を付すことなく、「目標とする」、「計画する」、「確信する」、「希望する」、

「継続する」、「期待する」、「目的とする」、「意図する」、「だろう」、「かもしれない」、「であるべきである」、「したであろう」、「できた」、「予想する」、「推定する」、「企図す

る」若しくは類似する内容の用語若しくは言い回し又はその否定形などが含まれています。本資料に記載されている将来の見通しに関する記述は、当社グループが

本資料の日付現在において入手可能な情報を踏まえた、当社グループの現在の前提及び見解に基づくものです。これら将来の見通しに関する記述は、当社グループ

のメンバー又はその経営陣による将来の業績を保証するものではなく、当社グループのビジネスモデルの成功、当社グループの資金調達力及びその資金調達条件の

影響、SBG の重要な経営陣に関するリスク、当社グループの投資活動に関する又はこれに影響を与えるリスク、SB ファンド（下記で別途定義）並びにその投資、投資

家及び投資先に関するリスク、ソフトバンク株式会社及びその事業の成功に関するリスク、Arm 及びその事業の成功に関するリスク、法令・規制・制度などに関するリ

スク、知的財産権に関するリスク、並びに訴訟を含むこれらに限られない既知及び未知のリスク、不確実性その他要因を含み、これらの要因により、実際の当社グル

ープの実績、業績、成果又は財務状態は、将来の見通しに関する記述において明示又は黙示されている将来の実績、業績、成果又は財務状態と著しく異なる可能性

があります。当社グループの実績、業績、成果又は財務状態に影響を与える可能性のあるこれら及びその他の要因については、SBG のホームページの「事業等のリ

スク」（https://group.softbank/ir/investors/management_policy/risk_factor）をご参照下さい。当社グループ及びその経営陣は、これら将来の見通し

に関する記述に明示されている予想が正しいものであることを保証するものではなく、実績、業績、成果又は財務状態は、予想と著しく異なる可能性があります。本

資料を閲覧する者は、将来の見通しに関する記述に過度に依拠してはなりません。当社は、本資料に記載される将来の見通しに関する記述その他当社が行う将来の

見通しに関する記述を更新する義務を負いません。過去の業績は、将来の実績を示すものではなく、本資料に記載される当社グループの実績は、当社グループの将

来の実績の予測若しくは予想の指標となるものではなく、又はこれを推定するものでもありません。 

本資料に記載されている当社グループ以外の企業（SB ファンドの投資先を含みますが、これに限られません。）に関わる情報は、公開情報等から引用したものであり、

当社は、情報の正確性又は完全性について保証するものではありません。 

  

商標について 

本資料に記載されている企業、製品及びサービスの名称は、各企業の商標又は登録商標です。 

  

重要なお知らせ―SBG の普通株式の取引、スポンサーなし ADR（米国預託証券）に関する免責事項 

SBGの普通株式の売買を希望する場合には、当該普通株式が上場され、主に取引が行われている東京証券取引所において売買を行うことを推奨します。SBG の開

示は、スポンサーなし ADR（以下「ADR」）の取引の促進を意図するものではなく、ADR の取引判断を行う際にこれに依拠すべきではありません。SBG は、SBG の

普通株式に関するスポンサーなし ADR プログラムの設定又はそれに基づき発行される ADR の発行若しくは取引について、過去及び現在において、参加、支援、推

奨その他同意を行ったことはありません。SBG は、ADR 保有者、銀行又は預託機関に対して、(i)SBG が 1934 年米国証券取引所法（以下「証券取引所法」）で定め

るところの報告義務を負うこと、又は、(ii)SBG のホームページに、SBG が証券取引所法ルール 12g3-2(b)に従って証券取引所法に基づく SBG の普通株式の登

録の免除を維持するために必要な全ての情報が継続的に掲載されることを表明するものではなく、また、当該者又は機関は、そのように信じてはなりません。適用あ

る法が許容する最大限の範囲において、SBG 及び当社グループは、SBG の普通株式を表象するスポンサーなし ADR に関連して、ADR 保有者、銀行、預託機関そ

の他企業又は個人に対するいかなる義務又は責任を否認します。  

上記の免責事項は、ソフトバンク株式会社や LINE ヤフー株式会社などの、スポンサーなし ADR プログラムの対象であるか又は将来対象となる可能性のある当社

グループの証券に同様に適用されます。 

  

本資料に記載されるファンド情報に関するお知らせ 

本資料は、情報提供を目的として提供されるものであり、法律上、税務上、投資上、会計上その他の助言又は SB Global Advisers Limited（以下「SBGA」）、SB 

Investment Advisers (UK) Limited（以下「SBIA」）及びそれらの関係会社を含む SBG の子会社（以下併せて「SB ファンド運用会社」）により運用されるいず

れかのファンド（文脈に応じて、パラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて「SB ファンド」）のリミテッド・パ

ートナーシップ持分又は同等の有限責任持分の販売の申込み又は申込みの勧誘を行うものではなく、また、いかなる方法でもそのように依拠してはなりません。疑義

を避けるために付言すると、SB ファンドは、他のファンド同様、 SBIA とその関係会社によって運用されている SoftBank Vision Fund L.P. （文脈に応じて、あ

らゆるパラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて以下「ビジョン・ファンド 1」）、SBGA とその関係会社に

よって運用されている SoftBank Vision Fund II-2 L.P. （文脈に応じて、あらゆるパラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティ

ブ投資ビークルと併せて以下「ビジョン・ファンド 2」）及び SBGA とその関係会社によって運用されている SBLA Latin America Fund LLC （文脈に応じて、あ

らゆるパラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて以下「ラテンアメリカ・ファンド」）を含みます。 

SB ファンド（ビジョン・ファンド 1 及びビジョン・ファンド 2 並びにラテンアメリカ・ファンドを含む）、SB ファンド運用会社、SB ファンド運用会社により運用される後

続又は将来のファンド、SBG 又はそれぞれの関係会社のいずれも、本資料に記載されている情報の正確性又は完全性について、明示又は黙示であるとにかかわら

ずこれを表明又は保証するものではなく、また、本資料に記載されているパフォーマンスに関する情報は SB ファンドその他本資料に言及される企業の過去若しくは

将来のパフォーマンス又は SB ファンド運用会社により運用される後続ファンド、将来組成されるファンドの将来のパフォーマンスについての確約又は表明として依

拠してはなりません。 

SB ファンドその他本資料に言及される企業のパフォーマンスに関する情報は、背景説明のみを目的として記載されるものであり、関連する SB ファンド、本資料に言

及されるその他のファンド又はSB ファンド運用会社により将来運用されるファンドの将来のパフォーマンスを示すものとして考慮されるべきではありません。SBフ

ァンドの特定の投資対象に関する情報への言及は、それに含まれる範囲において、関連する SB ファンド運用会社の投資プロセス及び運用方針を説明することのみ

を目的として述べられたものであり、特定の投資対象又は証券の推奨として解釈してはなりません。SB ファンドのパフォーマンスは各個別の投資においてそれぞれ

異なる可能性があり、個別に言及した取引のパフォーマンスは、必ずしも全ての適用される従前の投資のパフォーマンスを示唆するものではありません。本資料にお

いて記載及び説明される特定の投資は、関連する SB ファンド運用会社が行う全ての投資を示すものではなく、本資料において記載及び検討される投資が利益を生

んだ又は将来利益を生むと仮定すべきではありません。 

本資料に記載される SB ファンドのパフォーマンスは、ポートフォリオ投資の未実現の評価額に基づくものです。未実現の投資評価額は、関連する SB ファンド運用会

社がそれぞれ特定の投資に関する状況に基づき合理的とみなす前提及び要因（例えば、評価日現在における類似の会社の平均株価収益率その他勘案事項等を含み

https://group.softbank/ir/investors/management_policy/risk_factor
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ます。）に基づくものです。しかしながら、未実現の投資評価額が本資料に記載されている金額又は本資料に記載されているリターンを算定するために用いられる金

額で実現されるという保証はありません。また、かかる実現に関連する取引費用が未知であるため、当該取引費用は、かかる算定に含まれません。未実現額の見積り

は、常に変化する多くの不確定要素の影響を受けます。関連する SB ファンドの未実現の投資に対する実際の実現リターンは、いくつか要因がある中で特に、将来の

運用実績、処分時の資産価格及び市況、関連する取引費用並びに売却の時期及び方法によって決まるものであり、これらの要因は全て、関連する SB ファンド運用会

社の評価の根拠となった前提及び状況と異なる可能性があります。 

過去のパフォーマンスは、必ずしも将来の実績を示すものではありません。SB ファンド又は SB ファンド運用会社により運用される将来のファンドのパフォーマンス

は、本資料に示されるパフォーマンス情報よりも大幅に低くなる可能性があります。各 SB ファンド又は関連する SB ファンド運用会社により運用されるいずれか将

来のファンドが、本資料に示される実績と同等の実績を達成するという保証はありません。 

本資料に記載される第三者のロゴ及びベンダー情報は、説明目的のためにのみ提供されるものです。かかるロゴの記載は、かかる企業又は事業との提携又はその承

認を示唆するものではありません。SB ファンド運用会社、SB ファンドのポートフォリオ会社、SB ファンド運用会社により運用される将来のファンドの将来のポート

フォリオ会社、又は SBG が、本資料に記載されるロゴを有する企業又は事業のいずれかと今後業務を行うという保証はありません。 

SBGA 及び SBIA は、ビジョン・ファンド 1、ビジョン・ファンド 2 及びラテンアメリカファンドの運用に関して、相互に SBG からそれぞれ別個独立した業務プロセス

を採っています。SBGA 又は SBIA によって運用される SB ファンドは、それぞれ SBGA 単独又は SBIA 単独で運用されています。 

 
 


